
支援プログラム(児童発達支援)

支援方針 からだとこころの土台から作る療育(お子さま1人ひとりの発達や特性に合わせた土台作り)                                                                        
「楽しい」が子ども達の成長につながる(好きなことを見つけたり、苦手なことも楽しく取り組みます)

子ども達と楽しくしあわせな未来をつむいでいく

  

理 念

本人支援
<健康・生活>
• お弁当の時間を通して、食具の使い方を学びながら楽しく食事をとるなど、基本的生活習慣の向上につなげます。
• 活動ごとに部屋を分け、安心して取り組める環境作りを行います。 

<運動・感覚>
• 身体の筋緊張のコントロールを高め、姿勢保持やバランスの向上を支援します。
• 感覚遊びや全身運動を通して、感覚の統合を促し、場面に応じた感覚処理を支援します。
• 好きな運動を通して、気持ちを発散したり、楽しさを感じることで、身体・感情のコントロールを身に付けます。 

<認知・行動>
• スケジュール表や絵カード等を使って、１日の流れをわかりやすく伝えます。
• 自立活動の時間を通して、１人ひとりに合わせた課題を提供し、認知能力を高めていきます。
• ブロック遊びやままごとなど、遊びを通じて色や数、形などについて興味を持ち、五感を使いながら認知機能の

発達を促していきます。 

<言語・コミュニケーション>
• 活動や遊びを通して、物の名前を職員が声を出していくことで、言葉と物の名前を一致させていきます。
• お口の体操をしたり、絵本の模倣をしながら口の動きを促していくことで、楽しく発語につなげていきます。                
• ひらがなや数字など、絵本の読み聞かせや具体物を使ってのマッチング、絵カードなどを使うことで文字に触れ、

興味・関心を高めていきます。 

<人間関係・社会性>
• 職員や友達と一緒に遊べる活動を取り入れ、楽しく関わる経験を増やします。            
• 相手の気持ちや思いに気付けるよう職員が言葉にして伝えることで、やり取りする楽しさ、思いやりの心を持つ

ことの大切さを経験していきます。
• 地域の公園、施設などへ行く際に、視覚的な支援を使いながら、ルールやマナーについて習得していきます。 

家族支援
• 連絡帳や送迎時に利用時の状況を伝え、信頼関係の構築に努めます。
• 保護者様と日常生活の状況や困りごとを話し合う機会を作ります。
• 家族・兄弟姉妹も交流出来るイベント(夏祭りなど)を行います。 

移行支援
• 進路について、相談出来る時間を作り、一緒に考えていきます。
• 地域の施設や行事に出かけ、地域の方との関わりを持つことで、
 地域参加を目指します 

地域支援・地域移行
• 他通所事業所、相談事業所との交流・情報交換

職員の質の向上
• 職員の各種勉強会や研修への参加     

主な行事等  
• 季節の行事、製作活動、戸外活動(近隣の施設・公園・海など)

夏祭り(家族も参加)、避難訓練 等  

営業時間
9:00～18:00  

送迎
あり                                                                                  
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